
減
額
補
正
で
１
億
４
６
２
８
万
円

和
木
町
暮
ら
し
応
援
商
品
券
１
人
１
万
３
千
円
支
給

歳
入
・
歳
出
予
算
　
４
５
億
８
７
９
１
万
円
を
議
決

特
別
委
員
会
は
議
員
報
酬
４
０
％
増
額
案
に
決
定

一
般
質
問
４
人

2026.  5. 1
第

143
号

議
会
だ
よ
り

な
ご
や
か
に
集
ま
り
ま
し
た
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＊
予
算
総
額
は
歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ

　
れ
ぞ
れ
１
億
4
６
２
８
万
円
減
額
し
、

　
４
９
億
１
５
９
８
万
円
と
す
る
。

＊
避
難
所
施
設
へ
の
防
災
備
品

　

購
入　
　
　
　

８
４
１
万
円

＊
東
出
張
所
へ
配
備
す
る
ポ
ン
プ

　

車
両　
　
　

４
０
５
５
万
円

＊
認
定
こ
ど
も
園
の
臨
時
職
員
の

　

確
保
が
困
難　

減
額
１
千
万
円

＊
蜂
ヶ
峯
公
園
有
料
施
設
使
用
料

　
　
　
　
　
　

減
額
５
百
万
円

＊
和
木
町
ご
み
の
量
が
減
少

　
　
　
　
　
　

減
額
２
百
万
円

＊
緑
ヶ
丘
団
地
の
一
部
を
宅
地

　

と
し
て
造
成

補
正
予
算

　

3
月
定
例
会
は
、
3
月
5
日
か
ら
19
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

歳
出
各
費
目
の
減
額
補
正
が
主
で
、
財
政
調
整
基
金
の
繰
入
金
が
１
億
8
8
1
0
万
円
の
減
額
と
な
り
ま

し
た
。

　

国
の
地
域
未
来
交
付
金（
地
域
防
災
緊
急
整
備
型
）4
2
0
万
円
を
活
用
し
た
避
難
所
環
境
改
善
事
業
に

取
り
組
む
経
費
8
4
1
万
円
や
、消
防
ポ
ン
プ
車
両
購
入
費
用
4
0
5
5
万
円
が
追
加
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
4
名
が
登
壇
し
、
町
政
を
問
い
ま
し
た
。

減
額
補
正
と
し
て
　
1
億
4
6
2
8
万
円

　

D
X
推
進
事
業
５
４
９
０
万
円
、
児
童
手
当
給
付
３
２
１
０
万
円
等
が
主
な
減
額

　

国
か
ら
の
地
域
未
来
交
付
金
４
２
０
万
円
を
避
難
所
改
善
に
充
当

　

土
木
費
と
住
宅
費
が
繰
越
し

明
許
に
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

（
嘉
屋
議
員
）

　

令
和
6
年
度
に
緑
ヶ
丘
団
地

第
１
棟
用
地
の
一
部
を
宅
地
と

し
て
造
成
し
た
箇
所
の
用
地
測
量
、

境
界
確
認
で
国
・
県
へ
の
確
認
手
続

き
に
時
間
を
要
し
た
た
め
。

　

蜂
ヶ
峯
公
園
有
料
施
設
使
用

料
の
減
額
に
な
っ
た
理
由
。

（
灰
岡
議
員
）

　

週
末
や
祝
日
・
祭
日
の
悪
天

候
や
、
夏
・
秋
の
猛
暑
に
よ
り

有
料
施
設
の
利
用
減
少
で
減
額
と

な
っ
た
。
ま
た
、
近
隣
の
大
型
遊
具

施
設
を
備
え
た
公
園
へ
来
園
者
が
分

散
し
た
た
め
。

　

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
負

担
金
が
増
え
た
理
由
は
。

（
上
田
議
員
）

　

昨
年
度
よ
り
工
事
金
額
が
上

が
っ
た
た
め
。

　

補
正
で
の
計
上
理
由
は
。

（
嘉
屋
議
員
）

　

山
口
県
が
今
年
度
事
業
で
予

算
執
行
の
予
定
で
、
そ
れ
に
つ

い
て
の
請
求
と
な
る
た
め
。

た
。
ま
た
、
採
用
を
予
定
し
て
い
た

臨
時
職
員
が
確
保
で
き
な
か
っ
た
。

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
無
理
の
な

い
よ
う
運
用
し
て
い
る
。

　

一
般
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
料

委
託
料
の
2
百
万
円
の
減
額
の

理
由
は
。　
　
　

   　
（
嘉
屋
議
員
）

　

粗
大
ご
み
や
金
属
不
燃
ご
み

に
含
ま
れ
て
い
る
硬
質
プ
ラ
の

排
出
量
1
5
0
ト
ン
の
見
込
み
が

1
1
0
ト
ン
、
プ
ラ
マ
ー
ク
類
85
ト

ン
の
見
込
み
が
71
ト
ン
と
な
っ
た
た

め
。

な
っ
た
。

　

和
木
町
の
負
担
金
は
４
６
９
７
万

４
千
円
で
起
債
対
象
経
費
が
４
１
１

２
万
円
、
対
象
外
が
５
８
４
万
８
千

円
で
起
債
が
４
１
１
０
万
円
と
な
っ

た
。　

敬
老
金
の
減
額
理
由
は
。
ま

た
、対
象
と
金
額
は
。（
嘉
屋
議
員
）

　

予
算
で
1
0
3
3
人
見
込
ん

で
い
た
が
、
2
月
末
で
9
6
3

人
で
あ
っ
た
た
め
。
75
才
か
ら
79
才

ま
で
年
額
２
万
４
千
円
、
80
才
以
上

は
年
額
３
万
6
千
円
で
あ
る
。

　

認
定
こ
ど
も
園
の
減
額
理
由

と
運
営
状
況
は
。
（
嘉
屋
議
員
）

　

加
配
の
保
育
教
諭
を
8
名
見

込
ん
で
い
た
が
、
5
名
に
留
ま
っ

を
す
る
た
め
。

　

自
動
ラ
ッ
プ
式
ト
イ
レ
10
個
、
ポ
ー

タ
ブ
ル
電
源
5
セ
ッ
ト
、
簡
易
ベ
ッ
ド
60

台
、
ま
た
1
人
か
ら
数
人
が
入
れ
る
テ

ン
ト
型
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
60
個
な
ど
。

　

岩
国
地
区
消
防
組
合
負
担
金

の
増
額
理
由
は
。
（
上
田
議
員
）

　

東
出
張
所
に
配
備
さ
れ
る
ポ

ン
プ
車
両
が
今
年
納
車
さ
れ
た

た
め
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
決
ま
っ
て

い
た
が
令
和
７
年
度
に
補
正
予

算
で
計
上
す
る
理
由
と
地
方
債
の
増

額
理
由
、
額
の
違
い
の
理
由
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
本
議
員
）

　

岩
国
地
区
消
防
組
合
で
一
括

購
入
す
る
予
定
だ
っ
た
が
協
議

し
、
地
方
交
付
税
と
の
関
係
で
負
担

割
合
に
応
じ
て
起
債
を
し
て
購
入
と

※
一
般
会
計

　

補
正
額
が
大
幅
な
減
額
に

な
っ
て
い
る
理
由
は
。

　
　
（
上
田
議
員
）

　

物
価
高
騰
を
見
込
み
予
算
を

取
っ
て
い
た
の
と
国
の
Ｄ
Ｘ
推
進

事
業
が
技
術
者
不
足
に
よ
り
翌
年
度

に
繰
り
越
さ
れ
た
た
め
な
ど
。

　

増
額
理
由
と
備
品
の
購
入
の

内
容
は
。　
　
　
（
上
田
議
員
）

　

国
の
補
正
で
令
和
７
年
度
に

計
上
し
て
令
和
８
年
度
に
整
備

問答

答

答答

答 問

問答問答

答

答

問

問問答答 問問

問

問

３月定例会

＊
敬
老
金
の
減
額　
１
０
５
万
円

＊
工
事
事
業
費
増
額 

１
９
７
万
円

和木町のゴミ収集に使用されるパッカー車

３月定例会、補正予算

2
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＊
児
童
手
当
給
付
事
業

　
　
　
　

減
額
３
２
１
９
万
円

＊
町
内
事
業
所
で
所
得
増

　
　
　
　
　
　

２
６
３
６
万
円

＊
高
額
医
療
費
が
増
え
て
い
る

　
　
　
　
　
　

１
２
０
万
増
額

１
９
６
８
万
円 

と
す
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
負

担
金
が
4
2
8
万
円
の
増
額
と

な
っ
た
理
由
は
。　
　
　（
上
田
議
員
）

　

広
域
連
合
の
提
示
額
と
町
の

見
込
み
額
に
補
正
を
し
た
た
め
。

　

介
護
報
酬
の
増
額
改
定
が
あ

り
、
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
加

算
や
物
価
高
騰
に
対
応
し
た
介
護
報

酬
の
増
額
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
ま
た
、

介
護
認
定
で
高
年
齢
層
が
増
え
た
こ

と
で
、
サ
ー
ビ
ス
が
使
わ
れ
た
と
分

析
し
て
い
る
。

　

高
額
医
療
合
算
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
が
増
額
し
た
理
由
は
。

（
上
田
議
員
）

　

申
請
が
遅
れ
る
と
翌
年
度
に

申
請
を
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

今
年
度
も
前
年
度
対
象
の
方
が
多
く

申
請
さ
れ
、
予
定
し
て
い
た
予
算
を

先
に
使
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
年
度

対
象
の
方
の
費
用
を
上
乗
せ
し
て
計

上
し
た
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
会

計
年
度
職
員
の
報
酬
が
、
減
額

と
な
っ
た
理
由
は
。
　
　（
上
田
議
員
）

　

採
用
し
た
い
方
は
有
資
格
者

で
あ
り
、
他
の
市
町
、
事
業
所

に
お
い
て
も
取
り
合
い
に
な
っ
て
お
り

採
用
で
き
な
か
っ
た
。

　

取
り
崩
し
が
１
２
８
０
万
円

の
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
介

護
給
付
費
準
備
基
金
積
立
金
の
残
額

は
。
　
　
　
　
　
　
　（
上
田
議
員
）

　

令
和
6
年
度
の
残
高
に
補
正

を
加
え
る
と
、
令
和
７
年
度
の

残
高
は
１
億
２
４
６
２
万
円
と
な
る
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

・
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
５
３
万
円

を
減
額
し
、予
算
の
総
額
を
１
億

　

児
童
手
当
給
付
事
業
が
減
額

に
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

（
明
本
議
員
）

　

令
和
６
年
10
月
に
制
度
改
正

が
あ
っ
た
が
、
令
和
７
年
度
予

算
作
成
の
段
階
で
、
見
込
み
額
が
確

定
し
な
か
っ
た
た
め
、
多
め
に
予
算

を
組
ん
だ
こ
と
が
原
因
。

　

第
１
子
の
捉
え
方
が
、
高
校
生
ま

で
だ
っ
た
の
が
大
学
生
ま
で
と
な
り
、

把
握
が
困
難
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
高

校
生
の
中
で
親
が
公
務
員
に
つ
い
て
は

所
属
庁
支
給
と
な
っ
て
お
り
、
把
握

が
出
来
な
か
っ
た
た
め
。

　

法
人
税
が
増
額
と
な
っ
て
い

る
理
由
は
。
　
　（
明
本
議
員
）

　

円
安
で
歳
出
金
額
の
利
益
拡

大
や
物
価
上
昇
に
よ
り
、
利
益

の
増
大
・
増
加
と
な
っ
た
。
町
内

1
2
9
事
業
所
の
中
で
48
事
業
所
で

所
得
の
増
加
が
あ
っ
た
た
め
。

※
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

・
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
２
３
万
円

を
減
額
し
、予
算
総
額
7
億
２
６

８
万
円
と
す
る
。

※
介
護
保
険
特
別
会
計

・
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
２
４
万
１

千
円
を
減
額
し
、予
算
総
額
を
５

億
4
３
２
３
万
円
と
す
る
。

　

介
護
給
付
費
の
増
額
理
由

は
。
　
　
　
　
　（
上
田
議
員
）

問問 答答 問答 答

問答問問 答

答 問※
簡
易
水
道
事
業
会
計

　

和
木
地
区
水
道
使
用
料
が

3
0
0
万
円
の
増
額
に
な
っ
た

理
由
は
。
　
　
　
　
　（
嘉
屋
議
員
）

　

以
前
の
使
用
水
量
か
ら
計
算

し
て
い
る
が
、
令
和
５
年
度
に

料
金
改
定
が
あ
り
、
使
用
水
量
の
減

少
幅
を
少
し
多
め
に
加
算
し
た
こ
と

に
よ
る
。

答 問

　

1
月
26
日
に
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ

報
告
2
件
、
議
案
1
件
が
提
出
さ
れ
議

会
は
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

物
価
高
騰
対
応
子
育
て
応
援
手
当
事

業　
　
　
　
　
　
　

２
２
８
０
万
円

　

事
業
内
容
と
支
給
方
法
は
。

（
上
田
議
員
）

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方

が
対
象
で
高
校
生
以
下
1
人
2

万
円
で
、
1
1
0
0
人
を
見
込
ん
で
お

り
、
申
請
不
要
の
プ
ッ
シ
ュ
方
式
で
2

月
下
旬
に
口
座
に
振
り
込
ま
れ
る
。

和
木
町
暮
ら
し
応
援
商
品
券
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

8
1
2
9
万
円

　

1
人
1
万
3
千
円
の
商
品

券
を
配
布
さ
れ
る
が
、
支
給

方
法
と
町
か
ら
の
繰
入
金
は
。

（
上
田
議
員
）

　

支
給
方
法
は
、
郵
便
局
の

ゆ
う
パ
ッ
ク
で
各
家
庭
に
配

布
予
定
で
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
の

繰
り
入
れ
で
1
1
6
4
万
円
。

　

全
国
共
通
商
品
券
の
利
用
は
で

き
な
い
か
。　
　
　
（
嘉
屋
議
員
）

　

町
と
し
て
は
、
和
木
町
の

経
済
を
回
し
、
地
元
企
業
を

大
事
に
し
た
い
。

　

支
給
時
期
は
い
つ
ご
ろ
に

な
る
か
。　
　
　
（
灰
岡
議
員
）

　

5
月
1
日
よ
り
の
配
布
開

始
で
、
半
年
間
の
10
月
ま
で

の
利
用
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

今
回
の
商
品
券
の
利
用
率

見
込
み
は
。　
　
（
津
島
議
員
）

　

前
回
は
95
・
6
％
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
95
％
前
後

と
見
込
ん
で
い
る
。

問問問 問答答答答 答問

臨
時
議
会

令和８年
第１回
令和８年
第１回

　
職
員
有
志
一
同
か
ら
提
出
さ
れ
た

「
町
政
運
営
に
お
け
る
町
長
の
発
言
に

関
す
る
陳
情
」
で
は
、
町
長
が
「
報

告
が
な
け
れ
ば
、
何
か
起
こ
っ
た
際

は
、
そ
の
方
に
責
任
を
と
っ
て
も
ら

い
ま
す
。」
と
発
言
し
た
。
こ
れ
は
、

捉
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
「
責
任
の
押

し
付
け
」
で
は
な
く
、
組
織
に
お
け

る
『
報
・
連
・
相
』
の
重
要
性
を
説

い
た
も
の
と
い
う
見
方
も
で
き
る
が
、

33
年
間
行
政
に
携
わ
っ
て
き
た
と
い

う
坂
本
町
長
の
発
言
と
し
て
み
る
な

ら
ば
、
い
さ
さ
か
不
適
切
で
あ
っ
た

と
い
う
印
象
は
拭
え
な
い
。
発
言
は
、

根
底
に
「
責
任
を
回
避
し
た
い
と
い

う
意
図
が
あ
る
」
と
も
受
け
止
め
ら

れ
か
ね
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
値
す
る
と
言
っ
て
も
決

し
て
過
言
で
は
な
く
、
厳
に
慎
む
べ

き
で
あ
ろ
う
と
感
じ
た
。

　
当
該
発
言
に
つ
い
て
は
、
町
長
か

ら
既
に
撤
回
及
び
謝
罪
が
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
町
政
を
担
う
組
織
の
長
と
し

て
、
そ
の
発
言
が
職
員
や
町
政
運
営

に
与
え
る
影
響
は
決
し
て
小
さ
く
な

い
こ
と
か
ら
、
改
め
て
発
言
の
真
意

及
び
監
督
責
任
に
対
す
る
認
識
に
つ

い
て
十
分
な
説
明
が
な
さ
れ
る
と
と

も
に
、
今
後
職
員
が
安
心
し
て
職
務

に
専
念
で
き
る
職
場
環
境
の
確
保
に

向
け
、
適
正
な
労
務
管
理
の
徹
底
を

求
め
る
。

 

「
町
政
運
営
に
お
け
る
町
長

の
発
言
に
関
す
る
陳
情
」
に

対
す
る
委
員
長
報
告

3



自主財源

（
52.6％

）
文化会館舞台照明器具改修工事

１億３５８５万円

町
道
駒
ヶ
迫
鍛
冶
屋
作

り
線
改
修
工
事

　
　
　
　
３
５
０
０
万
円

消防団ポンプ車（基金積立）７００万円

テニスコート改修工事（基金積立）
３０００万円

  依
存

財

源
（47.4%）

歳 入
４５億８７９１万円

歳 出

諸
収
入
等 

繰越金 0.4%

地方債 1.6%

繰入金 13.0% 使用料及び手数料 2.8%

国・県支出金19.6%地方交付税20.5%地方譲与税等
5.5%

地方交付税
20.7% 町民税・固定資産税

軽自動車税・たばこ税 など

延滞金・貸付金の回収金・
ふるさと納税寄附金など

防犯対策・コミュニティ
バス・選挙事業など

基金から繰り入れるお金 住宅使用料・保育利用料など

借り入れするお金

使い道を特定して国・県が
支出する補助金 など

国税として徴収し一定
基準により町に譲与さ
れるお金など

自治体の財政力格差を
調整するために、国か
ら交付されるお金

議会費 1.5%
総務費 21.9%

予防接種・健康増進、
ごみ処理事業など

高齢者・児童・障がい者福祉事業、
こども園など

議会活動

町が借り入れたお金の
返済

道路・公園・住宅整備など

消防団活動、消防施設
整備など

学校・公民館・図書館
事業など

土
木
費 

11.2%

衛
生
費 

5.9
%

民
生
費 

29.9
%

その他 1.2%

公債費 9.9%
教育費
14.0%

消防費  4.5%

町税  30.1%

6.3％

前年度から繰り越したお金

（対前年度比２．０％　８８１９万４千円の増額）
米空母艦載機部隊配備特別交付金を使う

主な事業
石油貯蔵施設立地対策等補助金を使う

主な事業
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＊
和
木
町
公
用
車
使
用
料

　
　
　
　
　
　
　

２
３
０
万
円

＊
物
価
高
騰
に
よ
り
上
昇

　
　
　
　
　
　

３
５
７
２
万
円

＊
人
口
減
少
対
策
と
し
て

　

効
果
的　
　
　

４
０
２
万
円

＊
子
ど
も
の
育
ち
を
応
援

　

す
る
事
業　
　

２
２
３
万
円

＊
町
内
の
道
路
整
備

　
　
　
　
　
　

７
３
０
０
万
円

＊
早
期
発
見
に
効
果　

25
万
円

＊
町
財
政
に
貢
献
１
５
０
万
円

＊
難
聴
の
高
齢
者
に
と
っ
て

　

朗
報　
　
　
　
　
　

48
万
円

＊
地
域
福
祉
に
と
っ
て
重
要
な

　

民
間
団
体　

２
３
８
８
万
円

＊
高
齢
者
が
増
加
し
負
担
が
増
え

　

て
い
く　
　

３
２
１
９
万
円

＊
セ
キ
ュ
リ
テ
イ
強
化
で

　

情
報
管
理
の
安
全
対
策

　
　
　
　
　
　
　

９
万
９
千
円

＊
公
共
下
水
道
事
業

　
　
　
　

１
億
２
３
５
５
万
円

＊
国
の
対
策
に
よ
る
地
方
公
共

　

団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務

　
　
　
　
　
　

８
３
０
５
万
円

み
や

し
た
な
か
び
ら
き

こ
ま
が
さ
こ
か
じ
や
づ
く
り

予算審議

　

公
用
車
リ
ー
ス
料
の
内
訳

は
。
　
　
　
　
　
　（
中
村
委
員
）

　

公
用
車
７
台
分
で
町
長
車
、

出
張
車
３
台
、
税
務
課
乗
用
車

１
台
、
軽
自
動
車
２
台
と
な
っ
て
い

る
。　

総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
機
器

リ
ー
ス
料
の
増
額
理
由
は
。

（
上
田
委
員
）

　

更
新
が
必
要
と
な
り
リ
ー
ス

料
の
増
額
、
機
器
類
の
単
価
上

昇
、
ま
た
導
入
、
設
置
費
用
に
よ
る

人
件
費
の
上
昇
が
加
わ
っ
た
た
め
。

　

入
室
管
理
シ
ス
テ
ム
設
置
工

事
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
が
で
き
る
の
か
。

（
明
本
委
員
）

　

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
用
い
る
入
室

方
法
に
変
更
と
な
り
、
カ
ー
ド

所
有
者
の
み
が
入
室
で
き
る
こ
と
に

な
る
。
誰
が
、
い
つ
入
室
し
た
か
を

厳
格
に
把
握
で
き
、
情
報
管
理
が
強

化
さ
れ
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
で
お
礼

品
の
開
発
の
状
況
は
。

（
上
田
委
員
）

　

新
た
に
電
子
レ
ン
ジ
炊
飯
土

器
、
は
ち
み
つ
、
県
や
市
町
の

共
通
返
礼
品
で
、
周
防
大
島
町
産
イ

リ
コ
、
防
府
市
産
西
京
ハ
モ
な
ど
が

加
わ
っ
た
。

　

Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
費
が
予
算
減

額
に
な
っ
て
い
る
が
、
問
題
は

な
い
か
。
ま
た
、
和
木
町
の
負
担
割

合
は
。　
　
　
　
　
　（
三
分
一
委
員
）

　

令
和
５
年
度
か
ら
進
め
て
お

り
、
８
年
度
は
残
り
の
一
部
を

実
施
す
る
こ
と
か
ら
特
に
問
題
は
な

い
。
財
源
は
、
福
祉
医
療
や
住
宅
な

ど
国
の
施
策
で
な
い
機
能
以
外
は
、

全
額
が
補
助
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　

住
宅
建
設
奨
励
事
業
の
利
用

件
数
と
今
後
の
予
定
は
。

（
上
田
委
員
）

　

平
成
12
年
度
か
ら
令
和
６
年

度
の
25
年
間
で
６
０
８
戸
、
年

平
均
24
戸
が
建
っ
て
い
る
。
人
口
増

と
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
和
木
町
に

住
宅
を
建
設
す
る
判
断
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
引
き
続
き
継
続
す
る
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金
は
、

基
金
の
取
り
崩
し
後
、
収
入
増

が
見
込
め
な
い
中
で
補
助
金
は
増
え

て
い
く
が
考
え
は
。
　
　（
灰
岡
委
員
）

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
社
会
福

祉
活
動
を
推
進
す
る
営
利
を
目

的
と
し
な
い
団
体
で
、
性
質
上
、
収

益
事
業
は
制
限
さ
れ
る
部
分
が
あ
る
。

高
齢
者
福
祉
計
画
策
定
に
お
い
て
委

託
内
容
を
検
討
し
、
委
託
業
務
と
補

助
金
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
く
。

　

敬
老
金
支
給
事
業
で
扶
助
費

が
増
え
て
い
る
が
町
長
の
考
え

は
。　
　
　
　
　
　
　
　（
嘉
屋
委
員
）

　

高
齢
者
の
方
に
対
し
て
の
敬

老
の
意
を
表
し
、
福
祉
の
増
進

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
財
政
が
厳
し
さ
を
増
す
中
で
あ

る
が
、
可
能
な
限
り
継
続
す
る
。

　

高
齢
者
補
聴
器
購
入
費
用
助

成
の
内
容
は
。
　
　（
上
田
委
員
）

　

10
月
か
ら
の
開
始
を
目
指

し
、
対
象
は
65
才
以
上
で
補
聴

器
装
着
が
必
要
で
あ
る
と
医
師
が
認

め
ら
れ
た
方
と
な
り
、
補
聴
器
購
入

に
対
し
、
３
万
円
を
上
限
と
す
る
。

　

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
事

業
の
内
容
は
。
　
　（
中
村
委
員
）

　

親
の
就
労
状
況
に
関
わ
ら

ず
、
０
歳
６
か
月
か
ら
２
歳
の

未
就
園
児
が
、
時
間
単
位
で
月
10
時

間
ま
で
利
用
で
き
る
新
た
な
制
度
。

　

新
生
児
聴
覚
検
査
委
託
料
の

申
請
状
況
は
。
　
　（
上
田
委
員
）

　

新
生
児
や
乳
幼
児
の
聴
覚
障

害
を
、
早
期
発
見
し
、
早
い
段

階
で
適
切
な
対
応
を
す
る
。
令
和
６

年
度
の
開
始
以
降
１
０
０
％
を
維
持

し
て
い
る
。

　

町
道
改
良
工
事
の
内
容
と
時

期
を
問
う
。
　
　
　（
森
脇
委
員
）

　

工
事
は
２
カ
所
で
、
町
道
宮

の
下
中
開
線
（
大
和
橋
か
ら
願

掛
地
蔵
ま
で
）
10
月
以
降
予
定
。
町

道
駒
ヶ
迫
鍛
冶
屋
作
り
線
（
つ
つ
じ
ヶ

丘
団
地
入
口
か
ら
蜂
ヶ
峯
公
園
ア
プ

ロ
ー
チ
広
場
方
面
）
10
月
以
降
予
定
。

　

公
共
下
水
道
事
業
会
計
負
担

金
と
公
共
下
水
道
事
業
会
計
補

助
金
の
内
容
は
。　
　
　（
森
脇
委
員
）

　

負
担
金
は
、
雨
水
処
理
に
か

か
る
費
用
を
一
般
会
計
が
公
費

と
し
て
負
担
す
る
た
め
に
繰
り
入
れ

る
資
金
で
、
補
助
金
は
給
与
相
当
額

及
び
減
価
償
却
費
を
充
当
す
る
た
め

の
補
助
金
と
し
て
、
一
般
会
計
が
負

担
す
る
。

Q

QQ

QQQ

QQ

QQ

QQ

Q

A

AAA

A

AAAA

AA

AA

令和８年度 一般会計

歳入・歳出 ４５億８７９１万円
※財政調整基金繰入金（貯金の切り崩し）４億９９３１万円にて、歳入・歳出の収支を合わす。

※町債（借金）７１００万円・公債費（借金返済）４億５３２７万円で、財政の安定化に向かう。

※米空母艦載機部隊配備特別交付金２億５０００万円は、令和７年度に続き給食センター建替えの
基金に積めず、将来に不安を残す。

予
算
審
議
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予
算
総
括
質
問

＊
解
体
が
始
ま
る
旧
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
　

１
１
０
万
円

＊
小
学
校
の
備
品
購
入
費

　
　
　
　
　
　
　

２
６
９
５
万

＊
中
学
校
の
備
品
購
入
費

　
　
　
　
　
　

１
６
３
６
万
円

＊
災
害
時
や
利
用
者
に
便
利

　
　
　
　
　
　
　

１
３
１
万
円

＊
町
民
の
文
化
向
上

　
　
　
　
　
　
　

１
１
０
万
円

＊
文
化
会
館
の
長
寿
命
化

　
　
　
　

１
億
４
１
１
９
万
円

＊
夏
休
み
に
大
人
気
２
２
０
万
円

＊
こ
れ
か
ら
始
ま
る
給
食
セ
ン

　

タ
ー
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　

２
１
８
５
万
円

＊
和
木
町
の
観
光
資
源

　
　
　
　
　
　

５
８
７
０
万
円

＊
公
営
施
設
解
体
工
事

　
　
　
　
　
　

１
１
５
５
万
円

＊
小
学
校
に
新
遊
具
設
置
84
万
円

＊
新
し
い
体
験
を
構
想
69
万
円

トレインひろば

◆
灰
岡

　

人
口
減
少
対
策
に
対
す
る

町
長
の
考
え
は
。

　

人
口
減
少
を
緩
や
か
に
す

る
こ
と
を
念
頭
に
、
持
続
可

能
な
住
み
や
す
い
町
へ
施
策
を
推

進
す
る
。

　

現
状
、
財
政
の
厳
し
い
な

か
、
10
年
先
の
財
政
運
営
の

見
通
し
は
。

　

国
・
県
か
ら
の
交
付
金
等

を
有
効
活
用
し
、
一
般
財
源

に
頼
ら
な
い
財
政
運
営
を
心
が
け
、

安
定
的
な
財
政
基
盤
を
維
持
し
て

い
く
。　

蜂
ヶ
峯
公
園
や
公
共
交
通

の
運
営
見
直
し
が
必
要
で
は
。

　

公
園
は
基
本
的
に
今
の
ス

タ
ン
ス
を
維
持
す
る
。
バ
ス

に
関
し
て
は
、
現
サ
ー
ビ
ス
水
準

を
維
持
し
、
時
代
や
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
公
共
交
通
を
実
現
す
る
。

　

蜂
ヶ
峯
公
園
清
掃
委
託
料
の

内
容
と
蜂
ヶ
峯
公
園
整
備
工
事

の
内
容
は
。　
　
　
　
　
（
灰
岡
委
員
）

　

清
掃
委
託
料
は
公
園
内
の
草

刈
り
、
剪
定
、
伐
採
、
除
草
な

ど
で
、年
間
延
べ
７
７
０
人
役
と
な
る
。

整
備
工
事
の
内
容
は
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

で
は
毎
年
点
検
し
て
お
り
、
今
回
は

ロ
ー
プ
の
交
換
修
繕
等
。
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
客

車
は
、
車
軸
交
換
を
行
う
。

　

緑
ヶ
丘
団
地
解
体
工
事
設
計

業
務
委
託
料
の
内
容
は
。

（
森
脇
委
員
）

　

解
体
に
係
る
費
用
、
廃
材
の

量
や
運
搬
費
・
処
分
費
な
ど
に

係
る
費
用
を
廃
材
の
種
類
ご
と
に
算

出
し
、
発
注
用
図
面
の
作
成
な
ど
を

行
う
。　

旧
幼
稚
園
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有

調
査
・
分
析
業
務
委
託
料
の
内

容
は
。　
　
　
　
　
　
　
（
灰
岡
委
員
）

　

ア
ス
ベ
ス
ト
の
有
無
で
解
体

費
用
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
か

ら
、
ま
ず
は
、
園
舎
の
ア
ス
ベ
ス
ト

の
調
査
を
行
う
。

　

遊
具
設
置
工
事
で
な
ぜ
シ
ー

ソ
ー
に
な
っ
た
の
か
、
ま
た
補

助
金
は
。　
　
　
　
　
（
三
分
一
委
員
）

　

町
長
が
、
こ
ど
も
園
、
小
学

校
、
中
学
校
を
訪
問
し
、
子
ど

も
た
ち
と
直
接
生
の
声
に
耳
を
傾
け

て
意
見
交
換
を
行
い
決
定
し
た
。
町

の
単
独
事
業
で
補
助
は
な
い
。

　

小
学
校
の
備
品
購
入
費
の
内

訳
は
。　
　
　
　
　
（
明
本
委
員
）

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
３
７
９

台
、
卓
上
糸
の
こ
４
台
、
ポ
ー

ト
ボ
ー
ル
台
２
組
、
音
楽
室
C
D
プ

レ
ー
ヤ
ー
で
あ
る
。

　

教
科
書
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ

れ
、
ラ
ン
ド
セ
ル
重
量
の
軽
減

に
な
る
の
か
。　
　
　
（
三
分
一
委
員
）

　

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
が
配
布
さ

れ
て
い
る
の
は
、
５
・
６
年
生

の
算
数
と
英
語
、
中
学
校
の
英
語
の

み
で
あ
り
ラ
ン
ド
セ
ル
の
重
量
が
軽

減
さ
れ
る
こ
と
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。

　

中
学
校
備
品
購
入
費
の
内
訳

は
。　
　
　
　
　
　
（
明
本
委
員
）

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
P
C
を
２
２
０

台
、
電
子
ミ
シ
ン
8
台
、
電
子

黒
板
2
台
を
購
入
予
定
。

　

Ｓ
Ｕ
Ｐ
体
験
委
託
料
の
内
容

と
実
施
時
期
は
。　
（
森
脇
委
員
）

　

Ｓ
Ｕ
Ｐ
体
験
（
ス
タ
ン
ド

ア
ッ
プ
パ
ド
ル
）
は
、
ボ
ー
ド

の
上
に
立
ち
、
パ
ド
ル
を
漕
い
で
水

面
を
進
む
ウ
ォ
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
安
全
確

保
を
行
っ
た
上
で
、
小
瀬
川
河
口
部

で
の
実
施
を
予
定
。（
参
加
者
30
人
を

予
定
）

　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
W
i
・
F
i
環
境
工
事
の

実
行
時
期
は
。　
　
　
　
（
森
脇
委
員
）

　

各
階
に
２
台
を
設
置
し
、
４

月
に
入
り
起
工
予
定
。

　

文
化
振
興
事
業
補
助
金
の
内

容
は
。　
　
　
　
　
（
明
本
委
員
）

　

文
化
協
会
が
開
催
す
る
キ
ッ

ズ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、

W
A
K
I 

・
コ
ン
サ
ー
ト
、
和
木
町

絵
画
美
術
展
覧
会
へ
の
補
助
金
。

　

文
化
会
館
改
修
工
事
と
個
別

空
調
機
設
置
工
事
の
内
容
は
。

（
上
田
委
員
）

　

文
化
会
館
改
修
工
事
は
文
化

会
館
舞
台
の
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン

ラ
イ
ト
、
フ
ロ
ン
ト
サ
イ
ド
ラ
イ
ト
、

シ
ー
リ
ン
グ
ラ
イ
ト
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

へ
の
交
換
と
屋
上
の
防
水
塗
装
や
ド

レ
ン
の
交
換
。
個
別
空
調
機
器
設
置

工
事
は
、
館
内
の
講
習
室
に
個
別
空

調
機
を
２
台
設
置
す
る
。

　

美
術
館
イ
ベ
ン
ト
事
業
の
展

示
委
託
料
は
何
の
展
示
か
。

（
明
本
委
員
）

　

主
に
小
学
生
を
対
象
と
し
た

夏
休
み
子
ど
も
向
け
展
示
で
、

平
成
23
年
か
ら
行
っ
て
い
る
。
令
和

６
年
は
ダ
イ
ナ
ソ
ー
V
R
ワ
ー
ル
ド
、

令
和
７
年
は
ト
レ
イ
ン
ひ
ろ
ば
な
ど

で
あ
る
。

　

町
営
住
宅
６
棟
の
取
り
壊
し

予
定
や
入
居
者
の
転
居
状
況

は
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
灰
岡
委
員
）

　

移
転
先
は
決
定
し
て
お
り
、

本
年
度
中
に
移
転
を
完
了
す
る

予
定
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

は
、
単
独
事
業
と
し
て
行
う
の

か
、
ま
た
何
人
分
の
配
膳
予
定
か
。

（
明
本
委
員
）

　

基
本
計
画
策
定
時
か
ら
単
独

事
業
と
し
て
整
備
費
用
を
試
算

Q

Q

QQQQ

QQ

QQQ

QQQ

QQQ A

A

A

AAAA

AA

AAA

AAAQA

AA

し
て
い
る
。
最
大
で
９
０
０
食
を
提

供
で
き
る
規
模
の
給
食
セ
ン
タ
ー
を

計
画
し
て
い
る
。

　

米
空
母
艦
載
機
部
隊
配
備
特

別
交
付
金
が
給
食
セ
ン
タ
ー
建

設
基
金
に
積
み
立
て
ら
れ
て
い
な
い

が
大
丈
夫
か
。　
　
　
　
（
明
本
委
員
）

　

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
基
金
へ

は
令
和
９
年
度
か
ら
令
和
12
年

度
の
４
年
間
で
10
億
円
を
積
み
立
て

る
。
充
当
し
き
れ
な
い
部
分
は
地
方

債
を
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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　２月より「議員の学校」が開催され、５人
の受講者が議員になるための「いろは」を学

びました。講座内容は議会と行政の関係から、議会の役割や議員の仕事な
ど多岐に渡り、熱心な意見が交わされました。
　今後も「議員の学校」は継続予定です。
　● 第１回「議会のしくみ・議員の役割」
　● ２回「議会運営委員会を傍聴する」
　● ３回「会議のしくみと議事日程」
　● ４回「議会の権限は」
　● 　　　「幼稚園跡地の活用は」
　● ５回「和木町の財政を考えてみよう」

議 員 定 数：平成１０年　　　　　１６人  ⇒　令和８年　１０人
議員の報酬：平成１０年　２１６,０００円  ⇒　令和８年　２１６,０００円

〈各委員の意見〉
〇議会に出席することだけが、議員の仕事であるかの

ような印象を持たれており、議会前の情報収集や町
内外からの要望、相談等活動内容は過去とは比較に
ならないほど多い。

〇市議会と比べ活動量や仕事量に大差ないにもかかわ
らず、予算規模や人口等の差だけで、一般的に町村
議会議員報酬は市議会議員の２分の１程度であるこ
とに違和感がある。

〇過去２７年間、一度も報酬が改定されていないこと
は、物価上昇や最低賃金の上昇を考慮すれば実質的
には後退していると言わざるを得ない。２７年間で
最低賃金は６割以上上昇。

〇低額な報酬は、新たな立候補者が出ず、無投票選挙
につながる恐れがある。 

　議会は「議会改革特別委員会」を設立し、議員定数及び議員報酬のあり方を検討しています。
　委員会は既に報酬の増額要望を出している周防大島町議会を視察訪問し、協議の内容や問題点などの
実情を研修しました。

※和木町の過去の議員定数と報酬の状況

最 低 賃 金：平成１０年　    　　６２３円  ⇒　令和８年　      １,０４３円（67％アップ）
職員の初任給：平成１０年　１７４,２００円  ⇒　令和７年　２２７,５００円（30％アップ）
　（大卒）

※２８年前の賃金状況と現在

※特別委員会での報酬増額暫定案
　月額４０％増額案
　２１６,０００円　⇒　３０２,４００円　　今後、特別職報酬等審議会で審議される予定です。

編
集
後
記

編
集
後
記

　

や
っ
と
少
し
ず
つ
暖
か
く
な
り
春
の

到
来
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

3
月
3
日
の
事
で
す
け
ど
、
今
年
初

め
て
鶯
の
鳴
く
声
を
聴
き
ま
し
た
。

　

私
事
で
す
が
、
こ
の
3
月
で
瀬
田
の

大
谷
地
区
に
引
っ
越
し
て
き
て
１
年
に

な
り
ま
す
。

　

和
木
町
に
住
ん
で
今
年
で
12
年
に
な

る
の
で
す
が
、
来
た
当
時
の
大
谷
地
区

の
3
月
は
田
ん
ぼ
に
レ
ン
ゲ
草
が
咲
い

て
い
て
、
と
て
も
綺
麗
な
と
こ
ろ
で
し

た
。

　

今
は
レ
ン
ゲ
を
見
る
事
が
出
来
な

く
、
田
ん
ぼ
も
少
な
く
、
荒
れ
た
場
所

が
多
く
な
り
残
念
で
す
が
、
ま
だ
春
に

は
梅
や
桜
、
モ
ク
レ
ン
、
梅
雨
に
は
ア

ジ
サ
イ
、
秋
に
は
栗
や
柿
な
ど
自
然
環

境
が
と
て
も
豊
か
で
日
当
た
り
が
と
て

も
良
い
土
地
で
す
。

　

た
ま
に
イ
ノ
シ
シ
や
タ
ヌ
キ
、
イ
タ

チ
な
ど
も
み
か
け
ま
す
。

　

去
年
瀬
田
川
で
は
、
蛍
が
本
当
に
き

れ
い
で
た
く
さ
ん
の
方
が
見
に
来
て
い

ま
し
た
。

　

瀬
田
地
区
や
関
ヶ
浜
地
区
に
は
、
ま

だ
残
せ
る
山
里
が
あ
り
ま
す
の
で
、
大

事
に
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
も
微
力
で
す
が
役
立
て
れ
ば
と
思

う
日
々
で
す
。

　
（
上
田 

丈
二
）

議長 兼 本 信 昌

森　脇　明　美
広報広聴委員長

上田  丈二　 中村  充子
明本  光弘　 三分一  淳

広 報 部

発行責任者

議 員 の 学 校

議会改革特別委員会　中間報告
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議会改革特別委員会　中間報告

【質問】    現在の議員定数１０名についてどう考えま
　　　　すか
　　　　　①現状で良い
　　　　　②増やす
　　　　　③減らす
　【質問】    和木町では議員報酬が２８年間変わっていま
　　　　せん
　　　　現状２１万６千円の報酬をどう考えますか
　　　　　①上げるべき
　　　　　②下げるべき
　　　　　③そのままでよい
　【質問】    あなたが議員になるなら報酬はどのくらい
　　　　必要ですか
　　　　　①15 万円～ 20 万円
　　　　　②20 万円～ 30 万円
　　　　　③30 万円～ 40 万円
　【質問】    町議会は３月・６月・９月・１２月に開催
　　　　しています　知っていますか？
　　　　　①和木チャンネルで観たことがある
　　　　　②議会だよりで読んだことがある
　　　　　③知らなかった

議員報酬に関するアンケート

ア
ン
ケ
ー
ト
は
こ
ち
ら 

↓



買い物サービス「わきくる」車

常任委員会審議 事項 ※大竹商業施設への買い物サービスを
継続要望

　※議員の地域行事への参加要請を

高齢者にはきついローラー滑り台上り口

民
生
建
設
常
任
委
員
会

粗
大
ゴ
ミ
の
処
理
が

し
や
す
く
な
っ
た

地
元
企
業
と
の
連
携

町
の
観
光
施
設

70
歳
以
上
、
障
害
の
あ
る

方
に
買
い
物
サ
ー
ビ
ス

県
の
産
後
ケ
ア
よ
り
も

活
用
し
や
す
い

蜂
ヶ
峯
公
園
へ
の
避
難
が

し
や
す
く
な
る

8

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
夜
間
の
ヨ
ガ

な
ど
も
開
催
さ
れ
て
い
る
︒

公
園
の
特
性
を
活
か
し
た
イ

ベ
ン
ト
開
催
に
つ
い
て
︑
検

討
し
て
い
く
︒

　

公
園
の
設
備
︑
公
園
器

具
備
品
は
こ
の
ま
ま
で
よ

い
の
か
︒　
　
　
　
︻
嘉
屋
委
員
︼

　

蜂
ヶ
峯
公
園
は
︑蜂
ヶ

峯
総
合
公
園
管
理
協
会

が
指
定
管
理
者
と
し
て
管
理

運
営
し
て
い
る
︒
夜
間
営
業

な
ど
可
能
だ
が
︑
人
員
配
置

な
ど
調
整
が
必
要
︒ロ
ー
ラ
ー

滑
り
台
へ
の
リ
フ
ト
な
ど
に

つ
い
て
の
検
討
は
し
て
い
な

い
︒

　

公
園
管
理
協
会
や
地
域
振

興
協
会
と
連
携
し
︑
多
く
の

方
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う

努
め
て
い
く
︒

　

県
の
産
後
ケ
ア
事
業
と

町
の
産
後
ケ
ア
事
業
と
の

違
い
は
︒　
　　
　
︻
灰
岡
委
員
︼

　

県
の
事
業
も
町
の
事

業
も
助
産
師
が
母
親
へ

の
保
健
指
導
や
栄
養
指
導
︑

心
理
的
ケ
ア
︑
授
乳
指
導
と

乳
房
ケ
ア
︑
育
児
手
法
の
指

導
︑
相
談
な
ど
実
施
内
容
は

同
じ
だ
︒

　

県
は
ホ
テ
ル
や
旅
館
を
活

用
し
︑
母
親
の
心
身
の
癒
や

し
や
幸
福
感
に
着
目
し
て
い

る
が
︑
和
木
町
は
産
後
ケ
ア

そ
の
も
の
を
目
的
と
し
て
い

る
︒
細
か
い
項
目
に
お
い
て
︑

違
い
が
あ
る
︒

　

対
象
者
で
は
︑
県
は
産
後

4
か
月
か
ら
︑
町
は
産
後
直

後
か
ら
︒
回
数
も
県
は
1
回

で
︑
町
は
宿
泊
型
7
回
・
通

所
型
7
回
・
訪
問
型
3
回
な

ど
違
い
が
あ
る
︒

　

蜂
ヶ
峯
公
園
の
売
上

げ
︑
利
用
者
数
が
減
っ
て

い
る
︒
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
︒

︻
嘉
屋
委
員
︼

　

比
較
的
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
の
他
に
も
︑
ワ
ー

　

県
道
蜂
ヶ
峯
線
の
工
事

の
進
捗
状
況
は
︒

︻
小
林
委
員
︼

　

さ
く
ら
遊
園
地
付
近

の
工
事
に
つ
い
て
は
︑

3
月
で
完
成
と
聞
い
て
い
る
︒

　

瀬
田
側
の
工
事
に
つ
い
て

は
︑
令
和
8
年
12
月
末
ま
で

の
工
期
と
な
っ
て
い
る
︒

　

粗
大
ゴ
ミ
が
処
理
場
へ

直
接
搬
入
に
な
っ
た
が
状

況
は
︒　
　
　
　

   ︻
森
脇
委
員
︼

　

令
和
6
年
4
月
か
ら

粗
大
ゴ
ミ
の
手
順
を
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
搬

入
に
変
更
し
た
︒

　

現
状
は
︑
ス
ム
ー
ズ
に
運
用

さ
れ
て
い
る
︒
件
数
︑
搬
入
量

が
増
加
し
て
い
る
が
︑そ
の
分
︑

個
別
収
集
や
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
︵
金
属
︑
粗
大
︑
ガ
ラ
ス
︶

の
回
収
量
が
減
少
し
た
︒

　

ゴ
ミ
の
総
搬
入
量
は
︑
20

年
前
と
比
較
し
て
47
％
減
と

な
っ
て
い
る
︒

　

高
齢
者
宅
に
直
接
収
集

の
普
及
率
は
︒︻

森
脇
委
員
︼

　

開
始
時
の
令
和
元
年

の
対
象
者
は
7
名
で
現

在
は
14
名
で
あ
る
︵
休
止
中

2
名
︶︒

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
︑
ま
ず
は
自
助
・

互
助
を
大
切
に
し
︑
既
存
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
失
わ
れ
な

い
よ
う
に
配
慮
す
る
︒

　

E
N
E
O
S
と
の
連

携
事
業
エ
ネ
マ
リ
ン
を

使
っ
た
実
験
の
状
況
と
今
後

は
︒　
　
　

  　
︻
森
脇
委
員
︼

　

5
丁
目
の
用
水
路
で

は
悪
臭
の
軽
減
が
確
認

さ
れ
た
︒
ア
サ
リ
の
肥
育
実

験
で
は
︑
貝
類
の
成
長
を
促

進
さ
せ
る
可
能
性
を
示
し
た

が
︑
数
年
に
わ
た
る
検
証
が

必
要
︒

　

沖
合
で
の
藻
場
の
生
育
実

験
︑
下
水
道
管
の
劣
化
防
止

実
験
で
も
︑
一
定
の
成
果
が

あ
が
っ
て
い
る
︒

　

一
連
の
実
証
実
験
は
令
和

7
年
度
で
終
了
と
な
る
︒

　

今
後
︑
将
来
的
な
商
品
化

や
事
業
化
に
つ
い
て
は
︑

E
N
E
O
S
中
央
技
術
研
究

所
で
︑
採
算
性
や
事
業
価
値

を
検
討
す
る
と
の
こ
と
︒

　

麻
里
布
製
油
所
は
︑
引
き

続
き
ア
サ
リ
漁
体
験
学
習
な

ど
に
は
地
域
貢
献
活
動
と
し

て
協
力
す
る
意
向
︒

　

瀬
田
︑
関
ヶ
浜
地
区

で
社
会
福
祉
協
議
会

が
︑
令
和
7
年
12
月
か
ら
開

始
し
た
大
竹
市
商
業
施
設
へ

の
無
料
送
迎
サ
ー
ビ
ス
は
令

和
9
年
3
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
る
︒
期
間
終
了
後

の
方
針
は
︒　
　
︻
森
脇
委
員
︼

　

社
会
福
祉
協
議
会
の

事
業
の
た
め
︑
町
の
方

針
は
な
い
︒
こ
の
取
り
組
み

が
継
続
さ
れ
る
こ
と
を
町
も

期
待
し
て
い
る
︒



常任委員会審議 事項委員会委員会
ナ　ウ

読書環境の整った中学校図書室

総
務
文
教
常
任
委
員
会

中
学
校
の
部
活
動
が

難
し
い

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
補
助

図
書
館
の
利
用

今
後
の
町
の
方
針

町
へ
の
助
言

子
ど
も
達
か
ら
の
要
望

議
員
の
地
域
参
加
に

つ
い
て

9

て
い
る
が
︑
表
紙
を
含
め
︑

広
報
担
当
者
に
圧
力
を
か
け

ら
れ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
は

一
切
な
い
︒

　

 

副
町
長
の
任
務
遂
行

状
況
に
つ
い
て
伺
う
︒

 ︻
明
本
委
員
︼ 

　

 

各
課
や
部
署
と
の
協

議
や
地
域
行
事
︑
町
外

で
開
催
さ
れ
る
会
議
等
に
も

積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
︒

今
後
も
各
種
業
務
の
把
握
や

情
報
収
集
に
努
め
る
︒

　

和
木
中
学
校
の
中
学
生

か
ら
の
予
算
要
求
に
つ
い

て
は
︒　
　
　
　
︻
明
本
委
員
︼

　

生
徒
の
要
望
等
に
つ

い
て
は
︑
生
徒
会
︵
執

行
部
会
や
総
会
︶
で
協
議
さ

れ
︑
学
校
の
企
画
会
や
職
員

会
議
等
で
教
育
委
員
会
へ
の

要
求
項
目
に
あ
げ
る
か
ど
う

か
の
校
内
査
定
が
行
わ
れ
︑

予
算
要
求
と
な
る
︒
授
業
に

支
障
を
き
た
す
こ
と
が
な
い

よ
う
に
購
入
す
る
よ
う
指
導

し
て
い
る
︒

1
5
6
回
︑
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト︵
0
件
︶︒﹁
第
3
期
和

木
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
﹂の
閲
覧
回

数
1
6
3
回
︑
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
︵
1
件
︶︒
今
後
は

十
分
な
掲
載
期
間
を
設
け
ら

れ
る
よ
う
に
留
意
す
る
︒

　

和
木
町
未
来
共
創
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
詳
細
を
伺

う
︒　
　
　
　
　
︻
三
分
一
委
員
︼

　

陳
内
裕
樹
氏
︑
小
出

泰
久
氏
が
令
和
8
年
1

月
1
日
付
で
委
嘱
︒

　

陳
内
氏
は
行
政
の
デ
ジ
タ

ル
変
革
や
業
務
の
効
率
化
と

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
の
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
関
し

て
︑
小
出
氏
は
教
育
Ｄ
Ｘ
の

促
進
に
つ
い
て
支
援
と
助
言

を
い
た
だ
く
︒

　
﹁
広
報
わ
き
﹂
の
表
紙

に
町
長
の
写
真
が
多
く

掲
載
さ
れ
て
い
る
︒
担
当
職

員
が
︑
忖
度
し
て
表
紙
写
真

を
選
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
圧

力
は
な
い
か
︒　
︻
明
本
委
員
︼

 　

新
た
に
坂
本
町
長
が

就
任
し
た
こ
と
か
ら
︑

町
長
の
写
真
の
掲
載
が
増
え

　

和
木
町
の
自
転
車
用
ヘ

ル
メ
ッ
ト
購
入
の
補
助
金

は
︒　
　
　
　
　
︻
中
村
委
員
︼

　

和
木
町
で
は
自
転
車

を
利
用
す
る
和
木
中
学

校
生
徒
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
一
個

か
つ
一
回
限
り
︑
千
円
を
上

限
で
補
助
を
し
て
い
る
︒
一

般
町
民
へ
の
補
助
制
度
は
な

い
︒　

中
学
校
の
部
活
か
ら
地

域
移
行
︵
地
域
展
開
︶
の

現
状
は
︒　
　
　
︻
上
田
委
員
︼

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
で

は
︑
令
和
5
年
度
途
中

か
ら
部
活
動
指
導
員
が
1
名

配
置
さ
れ
︑
日
常
練
習
で
の

技
術
指
導
の
ほ
か
︑
対
外
試

合
に
も
帯
同
し
て
い
る
︒
他

の
部
活
動
は
︑
令
和
13
年
度

の
完
全
地
域
展
開
へ
向
け
て

推
進
し
て
い
く
︒

　

町
図
書
館
・
学
校
図
書

室
の
利
用
状
況
︒

　
︻
兼
本
委
員
︼

　

町
図
書
館
の
利
用
者

数
は
令
和
6
年
度
1
4

9
8
0
人
︒
貸
出
冊
数
︑
一

般
書
2
5
1
6
8
冊
︑
児
童

図
書
2
4
7
2
7
冊
︒
小
学

校
図
書
館
の
利
用
者
は
年
間

1
0
2
6
0
人
程
度
で
貸
出

冊
数
は
3
5
8
0
7
冊
︵
Ｒ

6
︶︒
中
学
校
︑
図
書
館
の
利

用
者
は
年
間
2
1
3
7
人
程

度
で
貸
出
冊
数
は
1
4
3
1

冊
︵
Ｒ
6
︶︒
夏
休
み
の
開
放

は
︑
小
中
学
校
と
も
行
っ
て

い
な
い
︒

　

議
員
の
地
域
行
事
へ
の

参
加
制
限
は
い
つ
ま
で
続

く
の
か
︒　
　
　
︻
上
田
委
員
︼

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
5
類
感
染

症
へ
の
移
行
後
は
︑
単
に
コ

ロ
ナ
禍
以
前
の
姿
に
戻
る
の

で
は
な
く
︑
学
校
教
育
活
動

と
教
育
的
意
義
を
改
め
て
捉

え
直
し
た
上
で
︑
来
賓
の
招

待
等
の
判
断
を
行
う
︒

　

園
・
小
・
中
学
校
へ
の
行

事
へ
の
参
加
を
強
く
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
各
園

長
・
校
長
に
伝
え
て
検
討
し

て
も
ら
う
︒

　
﹁
和
木
町
第
6
次
総
合

計
画
﹂﹁
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
﹂
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
は
︒

　
︻
三
分
一
委
員
︼

　
﹁
和
木
町
第
6
次
総

合
計
画
﹂
の
閲
覧
回
数



　

内
閣
府
の
調
べ

に
基
づ
く
都
庁

（
東
京
都
）
の
女
性
管
理

職
の
割
合
は
2
0
2
4
年

4
月
時
点
で
18
・
3
％
が

課
長
相
当
職
以
上
と
な
っ

て
い
る
。

　

東
京
都
は
2
0
3
5
年

ま
で
に
女
性
管
理
職
の
比

率
を
30
％
へ
引
き
上
げ
る

目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
地

方
公
共
団
体
の
全
国
平
均

2
0
2
4
年
度
時
点
で
、

全
国
平
均
の
状
況
は
1
割

未
満
の
自
治
体
も
多
く
、

女
性
職
員
は
増
加
し
て
い

る
も
の
の
管
理
職
へ
の
登

用
は
依
然
と
し
て
男
性
中

心
の
組
織
構
成
が
色
濃
く

残
っ
て
い
る
。
和
木
町
の

女
性
管
理
職
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
お
考
え
か
。

　

女
性
管
理
職
の

登
用
に
つ
い
て
は

市
町
村
職
員
の
各
役
職
段

階
に
占
め
る
女
性
の
割
合

の
項
目
に
つ
い
て
「
課
長

相
当
職
」
の
女
性
の
割
合

の
目
標
が
22
％
、「
課
長

補
佐
職
」
に
お
い
て
は

33
％
の
目
標
が
示
さ
れ
て

い
る
。

　

和
木
町
に
お
い
て
は
、

令
和
7
年
4
月
1
日
時

点
、
課
長
級
の
総
数
8
名

の
う
ち
女
性
は
3
名
で
、

女
性
の
割
合
は
37
・
5
%
。

課
長
補
佐
級
で
は
総
数
18

名
の
う
ち
女
性
は
5
名

で
、
女
性
の
割
合
は
27
・

8
%
、
全
管
理
職
で
は
総

数
26
名
の
う
ち
女
性
は
8

名
で
、
女
性
の
割
合
は

30
・
8
%
と
な
っ
て
い
る
。

　

和
木
町
の
課
長
相
当
職

で
は
国
の
数
値
目
標
を
達

成
し
て
お
り
、
県
内
市
町

の
割
合
を
上
回
る
結
果
と

な
っ
て
い
る
。　

　

管
理
職
の
登
用
は
男
女

の
区
別
を
す
る
こ
と
な

く
、
意
欲
や
能
力
、
適
性

な
ど
総
合
的
な
評
価
に
基

づ
き
決
定
し
て
い
く
も
の

と
考
え
る
。

質
問

町
長

　

1
つ
目
の
「
み

ら
い
会
議
」
の
進

捗
状
況
は
。

　

室
内
で
の
会
議

に
と
ど
ま
ら
ず
、

私
自
身
が
町
内
様
々
な
所
、

町
全
体
を
会
議
室
と
見
立

て
て
あ
ら
ゆ
る
方
々
と
出

会
い
、
話
を
さ
せ
て
頂
く

方
向
で
「
み
ら
い
会
議
」

と
し
た
い
。

　

2
つ
目
の
組
織

改
革
の
方
針
や
計

画
は
。　

柔
軟
で
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
ち
、
町

民
の
皆
様
の
声
に
即
応
で

き
、
信
頼
さ
れ
る
行
政
組

織
へ
と
進
化
さ
せ
て
い
く

こ
と
を
優
先
し
た
い
。

　

3
つ
目
の
報
酬

を
5
％
削
減
し
た

活
用
は
。　

令
和
８
年
10
月

か
ら
満
65
歳
以
上

の
軽
度
・
中
等
度
の
難
聴

を
抱
え
る
方
々
を
対
象
に
、

補
聴
器
購
入
費
用
の
一
部

を
助
成
す
る
制
度
を
開
始

す
る
こ
と
と
す
る
。

　

寄
付
行
為
と
し

て
法
的
に
問
題
は

な
い
の
か
。

　

給
与
等
が
減
額

さ
れ
た
場
合
、
公

職
選
挙
法
が
規
制
す
る
も

の
で
は
な
い
の
で
、
寄
付

行
為
に
は
当
た
ら
な
い
。

　

蜂
ヶ
峯
総
合
公

園
を
将
来
的
に
は

ど
う
い
う
構
想
に
し
た
い

か
。

　

町
の
貴
重
な
観

光
資
源
で
あ
り
、

バ
ラ
園
や
キ
ャ
ン
プ
場
、

広
大
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
加

え
、
ミ
ニ
S
L
や
観
覧
車
、

ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
等
の
遊

具
施
設
も
揃
っ
て
い
る
大

変
い
い
公
園
だ
と
考
え
て

い
る
が
、
開
園
か
ら
長
い

年
月
が
過
ぎ
施
設
の
老
朽

化
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
施
設
の
維
持
管
理

を
適
宜
適
切
に
行
い
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
整
備
基
本
計

画
に
基
づ
き
更
新
を
検
討

し
て
い
く
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

＊
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
の

　

運
営
に
つ
い
て

鳴き声がひびく
恐竜の森

女性管理職の登用が国の数値目標を
達成している和木町　　　　　　　

Q　女性管理職の登用は
中村 充子 議員
なかむら みつこ

A課長級の総数８名のうち、女性は３名町 長

A順調に進められている町 長

Q　選挙で掲げた３つの公約は
森脇 明美 議員
もりわき あけみ

動画はこちら

動画はこちら
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一般質問



Wi-Fiが使えるようになる
コミセンと図書館

＊
町
内
施
設
の
ネ
ッ
ト

　

環
境
に
つ
い
て

　
2
月
10
日
の
大

雪
に
よ
り
町
内
で

多
く
の
車
が
雪
で
動
け
な

く
な
っ
た
事
態
が
生
じ

た
。

　
大
雪
に
備
え
た
融
雪

剤
、
凍
結
防
止
剤
の
町
内

の
実
施
状
況
は
。

　

安
全
対
策
と
し

て
、
交
通
量
が
多

く
平
坦
で
な
い
大
和
橋
へ

の
散
布
、
道
路
勾
配
が
き

つ
い
、
蜂
ヶ
峯
団
地
へ
の

道
路
へ
の
散
布
を
優
先
し

た
。

　
17
年
振
り
の
大

雪
で
あ
り
、
雪
や

凍
結
に
対
す
る
対
策
や
役

場
へ
の
連
絡
す
る
事
な
ど

が
十
分
に
、
町
民
へ
伝

わ
っ
て
い
な
い
。

　
融
雪
剤
や
凍
結
防
止
剤

の
取
り
扱
い
や
役
場
へ
の

連
絡
な
ど
を
町
民
に
対
し

て
確
認
、
通
達
で
き
な
い

か
。

　

最
近
で
、
10
㎝

以
上
の
積
雪
が
な

く
、
町
民
の
方
も
対
応
等

が
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
っ
た
。

　

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
広
報
、
ア
イ
キ
ャ
ン

文
字
放
送
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
周
知
を
し
て
い

く
。

　
総
合
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

図
書
館
へ
の
ネ
ッ
ト
環
境

整
備
は
。

　

新
年
度
予
算
で

総
合
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
各
フ
ロ

ア
に
２
ヶ
所
W
i
ー
F
i

機
器
を
設
置
し
、
う
ち
図

書
館
内
に
１
カ
所
設
置
予

定
。

質
問

質
問

質
問

町
長

　
和
木
中
学
3
年

生
の
社
会
科
学
習

に
行
き
「
公
共
施
設
を
考

え
る
」
班
に
参
加
し
た
。

そ
の
中
で
中
学
生
の
切
実

な
要
望
と
し
て
近
隣
の
大

竹
市
や
岩
国
市
に
あ
る
よ

う
な
学
習
室
を
町
内
に
設

け
て
ほ
し
い
と
の
声
が

あ
っ
た
。
静
か
な
環
境
で

集
中
し
て
学
習
で
き
る
部

屋
を
設
置
で
き
な
い
か
。

　

図
書
館
内
に
学

習
コ
ー
ナ
ー
と
し

て
窓
側
に
机
と
椅
子
13

席
、
ま
た
小
瀬
川
方
面
の

入
口
ロ
ビ
ー
に
は
机
と
椅

子
6
席
を
設
置
開
放
し
て

い
る
。

　
小
瀬
川
側
か
ら

入
っ
た
と
こ
ろ
の

左
側
に
部
屋
が
あ
る
が
、

現
在
ど
の
よ
う
に
利
用
し

て
い
る
の
か
。
学
習
室
に

活
用
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。

　

こ
こ
は
、
現
在

古
本
バ
ザ
ー
で
販

売
す
る
除
籍
と
な
っ
た
大

量
な
古
本
や
書
籍
を
保
管

し
て
い
る
。
学
習
場
所
と

し
て
提
供
す
る
た
め
に

は
、
大
量
な
書
籍
の
保
管

場
所
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。
こ
の
視
聴
覚
室
は
、

管
理
者
の
目
が
届
き
に
く

い
場
所
に
あ
り
、
自
由
な

出
入
り
も
可
能
で
あ
る
た

め
好
ま
し
く
な
い
と
考
え

る
。

　

他
の
良
い
場
所
を
検
討

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

質
問

質
問

教
育
長

教
育
長

都
市
建
設

課
　
　
長

教
育
委
員
会

事
務
局
長

そ
の
他
の
質
問

　

「
公
共
交
通
【
和
木
あ

い
あ
い
バ
ス
】
の
今
後

を
ど
う
考
え
る
か
。」

町内に学習室を

A今後の対応は、広報等で周知していく町 長

上田 丈二 議員
うえだ じょうじ

Q　融雪剤等の取り扱いや役場への
　連絡などを確認、周知は

A新館入口のロビーと図書館内に学習
コーナーがある

教育長

灰岡 裕美 議員
はいおか ひろみ Q　町内に学習室を設置できないか

動画はこちら

動画はこちら
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３年間を１文字で表したら？

和木中学校卒業生に聞きました

クラスの皆と過ごすことが、
ずっと続けばいいと思う気
持ち。

山田 蒼真 さん

中学校３年間でたくさんの
ことを努力してきた。

米本 悠真 さん

３年間様々な経験をして、
クラス皆で力を合わせる大
事さを学べました。

藤本 菜々穂 さん ３年間成長できた
と思う。

中川 麻都 さん
たくさん努力をして、
よい結果ができた。

中川 梨都 さん

最高の３年間で
した。♡♡♡

松田 莉乃羽 さん
３年間ずっと頑張っ
て勉強や部活に励ん
できた。

米重 莉音 さん

受験とかこれか
ら人生で戦って
いく。

武居 昇汰 さん

合唱コンクールで金賞
を目指した。金は一番
上なので上になりたい。

小島 知輝 さん

色んな人や環境に恵
まれて無事に卒業で
きた。

山中 琉羽 さん

３年間友達や家族に
愛された。

安田 将也 さん

３年間で一番委員会
活動が輝いていた。

今
ま
で
皆
と
仲
良
く
過

ご
し
て
き
た
深
い
思
い
。

佐藤 俊哉 さん

安
村 

梨
菜 

さ
ん

３
年
間
で
様
々
な
こ
と

に
挑
戦
し
、
た
く
さ
ん

成
長
で
き
た
。

中
島 

杏
珠 

さ
ん

色
ん
な
行
事
な
ど
皆
と

楽
し
く
過
ご
せ
た
。

齋
藤 

う
た 

さ
ん
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